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   Ｃ１０Ｍ 169/04     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ   5/04     (2006.01)
   Ｃ１０Ｍ 149/16     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  20/06     (2006.01)
   Ｃ１０Ｎ  30/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１０Ｍ 169/04    　　　　
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   Ｃ１０Ｎ  20:06    　　　Ｚ
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   Ｃ１０Ｎ  30:00    　　　Ｚ
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月31日(2008.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　発明者の検討によると、ポリオールとして、少なくともポリカーボネートポリオールを
用いて合成されたポリウレタン樹脂からなる緩衝材粒子は、先の、特許文献４の実施例で
使用された、芳香族ポリエステルポリオールと、脂肪族ポリエステルポリオールとを併用
して合成されたポリウレタン樹脂からなる緩衝材粒子と同等の、適度な弾性と硬さとを兼
ね備えていると共に、前記従来の緩衝材粒子に比べて、耐熱性および耐湿性に優れており
、特に、長期間に亘って、およそ１２０℃以上といった高温環境下で使用し続けたり、長
期間に亘って、高湿環境下で使用し続けたりしても、緩衝材粒子の弾性率が低下したり、
塊状に凝集したりしない。この原因の詳細は、明らかではないが、発明者は、特に、脂肪
族ポリエステルポリオール中のエステル結合が、高温環境下や高湿環境下で加水分解され
やすく、加水分解によってポリウレタン樹脂が低分子量化することで、緩衝材粒子の弾性
率が低下したり、低分子量化に伴って粘着性が増大して、潤滑剤組成物中で、塊状に凝集
しやすくなったりするのに対し、ポリカーボネートポリオールでは、前記加水分解が生じ
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にくいことが原因ではないかと考えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　〈緩衝材粒子の作製〉
　（実施例１）
　ポリカーボネートポリオールとしては、ヘキサメチレングリコールと、ジエチルカーボ
ネートとの脱アルコール反応によって合成された、ヘキサメチレングリコール／炭酸エス
テル（数平均分子量Ｍｎ＝２０００、水酸基価５６）を用いた。窒素置換した３リットル
のフラスコ中に、前記ポリカーボネートポリオール７４２ｇと、分散媒としてのイソオク
タン９９５ｇと、分散安定剤〔日本ポリウレタン工業(株)製のＮ－５７４１〕２５ｇとを
仕込んだ。
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